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海洋プレートの屈曲部で生じるマグマの活動源を探る 

山本順司 

 

日本海溝海側斜面で発見された火山岩（玄武岩）は，太平洋プレートの沈み込み時の屈曲に伴う

減圧部分溶融に因ると考えられている．この仮説が真実であるならば，このような火山は全世界の沈

み込み帯に付随する新たなマグマ生成場を示すことになる．つまり，このマグマがハワイのようなプル

ーム（OIB）的なものか，または上部マントル最上部の部分溶融（MORB）であるかは，火山噴火機構の

本質に関わる重要な問題である．この判断には物質源から迫る方法も有効であり，OIB と MORB を見

分ける指標の一つとして希ガスの同位体組成が挙げられる．当試料には海底噴出時の急冷に伴って

生成された火山岩ガラスが見られ，その中にはマグマの揮発性ガスが封じ込められている．それ故，

超高真空中でそのガラスを破砕することで希ガスを抽出し，地震研究所に設置されている希ガス用質

量分析器により希ガス同位体組成を分析した．その結果，Ne と ArからMORB と同源であることを示す

同位体的特徴が見られた．この結果は Hirano et al. (2001; 2004)が主張する上部マントル最上部付

近の部分溶融モデルに調和的であり，海洋プレートの沈み込む直前の地域が新たなマグマ生成場とし

て普遍的な存在である可能性を支持する結果となった（Hirano et al., 2007）． 

また，本試料は著しく低い 4He/40Ar*（＜0.01）を見せる．マントル中の放射起源の希ガス同位体の

割合は長い滞在期間によって一定値に収束している．例えば，Uや Th 起源の 4He と K起源の 40Ar の

比（4He/40Ar*）はモル比で２から２０程度の値に収束する．しかし，測定された値は収束値より明らかに

低い．私はこの異常な放射起源同位体比が，繰り返し通過するマグマによってマグマへの溶解度が高

い He が選択的に取り去られ，He の枯渇が生じていることを示すものとの仮説を立て，その検証のため，

連続したマグマの浸入を被っているマントルウェッジ由来の島弧火山岩斑晶の希ガス組成を分析した．

その結果，分析した 24 試料全てから低い 4He/40Ar*（＜1）が得られ，やはり低い 4He/40Ar*は He の枯

渇を示す指標として適用できる可能性がある．つまり，日本海溝海側斜面で発見された火山岩の低い

4He/40Ar*は先行したマグマによる He の選択的溶解を示しており，海洋プレートの屈曲部における激し

いマグマ活動を示唆するものかもしれない． 
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